
Ⅱ 共通問題　各 点　 題　計 点

　展開式の一般項は　　

　 の項は のときで，その係数は

　　　

　

　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　条件から

　　 　 　

　よって　　

　ゆえに， は を で割った

　ときの商である。

　右の計算から　　

　 与式

　 与式

　　　　

　解と係数の関係から　　 ，

　　　　　 ･ ･

　点 の座標を ， とすると

　　 ，

　　 であるから

　　

　　整理すると　　

　　すなわち　　　 　……①

　　よって，点 は直線①上にある。

　　逆に，この直線①上のすべての点 ， は，条件を満たす。

　　したがって，求める軌跡は　直線

　 …① …②

　　① －②から　 　よって　

　　①から　 　　 直線の交点は

　　 点 ， を通る直線の方程式は

　　 から　整理すると　

　　

　　 を定数として，方程式

　　　　　 　……①

　　を考えると，

　　①は 直線 ， の交点を通る直線を表す。

　　直線①が点 ， を通るとき

　　　　　 ･ ･ ･ 　　よって　　

　　この の値を①に代入して整理すると　

　斜線部分は放物線 の上側および直線 の下側の部分である。

　　境界線を含むから，求める不等式は

　　　　　　

　

　　　　　　　　　 　

　　 の動径が第１象限にあるから　　 ，

　　よって， であるから　　

　 おうぎ形 　　おうぎ形

　 より　 　したがって

　 より 　　

　　 　よって

　　ゆえに　　 または

　　 であるから　　　　　

　　 のとき　　　　 　 　①

　　 のとき　　 　 　②

　　①②より

　

　 について常用対数をとると

　　　

　　よって より　 　 は 桁

　 から　　

　　　よって　　 ･ ･

　 とおくと　　

　　よって　　

　　ゆえに　　 　　　　これを解いて　　

　　したがって　　

三角関数 　 ， 各 点　 ア 点　 イ 点

　 を変形すると　　 　……①

　　図から，振幅が より　

　　また，周期が　　 　より　 　よって　

　　このとき，①は　　

　　よって，図のグラフは， のグラフを 軸方向に だけ平行移動した

　　ものである。

　　ここで， から　　 　よって　　 　　ゆえに　　

　 とおくと　　 　……①

　　 のとき　 　であるから，この範囲で①を解くと

　　　　　

　　すなわち　　 　　　　よって　　

　ア　

　　　　

　　 とおくと，

　　イ　

　　　　

　　　 　 　 点

　　 であるから　　 　……①

　　①の範囲において， は

　　　　 で最大値 ，

　　　　 で最小値 　をとる。　 点

　　 であるから， ならば　 ，

　　　　　　　　　　　　 ならば　

　　よって　　 ， で最大値 ， で最小値 　　 点
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微分法と積分法 　 ， 各 点　 ア 点　 イ 点

　 　　 は積分定数

　 　より　 　したがって　

　よって

　

　

　

　よって

ア

　　　 のとき、

　　接線は点 で傾き－ の直線

　　

　　よって接線は

イ　 を解くと

　　　

　　　　 　　 点

　　また と のグラフをかくと上の図のようになる。

　　求める面積を とすると

　　 　　 点

　　　 　 点

ベクトル 　 ， 各 点 　 ア 点　 イ 点

　内積は　 ･

　　 ，　

　よって　　
･

　 であるから　　

　 ， ， ， ， ， ， ， ， に対して，

　　 となる実数 ， が存在するから

　　　　　 ， ， ， ， ， ，

　　すなわち　 ， ， ， ，

　　よって　　 ， ，

　　これを解くと　　 ， ，

　　ゆえに　　

　ア　 から

　　　　　

　　　　　

　　　　よって　

　イ　直線 と辺 の交点を とする。

　　 　 点

　と変形できることから，点 と点 は右図のようになる。　

　△ の面積を とする。

　△ と△ において，辺 を共通の底辺と

　みると，△ と△ の高さの比は ：

　に等しい。 ： ： であるから

　　　　△ △ 　……①

　△ と△ において，底辺をそれぞれ ， とみると， つの三角形の高さは等しい。

　 ： ： であるから

　　　　　　△ △

　また，△ と△ において，辺 を共通の底辺とみると，△ と△ の高さの比

　は ： に等しい。 ： ： であるから

　　　　　　△ △

　よって　　△ 　……②

　同様に考えて

　　　　　　△ △ △ 　……③

　①，②，③から

　　　　　　△ ：△ ：△ 　　 点

数列 　 ， 各 点　 ア 点　 イ 点

この数列の初項を ，公差を とすると　　

第 項が であるから　　 　……①

第 項が であるから　　 　 ……②

①，②を解いて　　　　　 ，

よって，一般項は　　 ･

であるから，漸化式の両辺の逆数をとると

　　　　　　

　 とおくと　 ，

　 を変形すると

　　　　　　 　　　また　

　 よって，数列 は初項 ，公比 の等比数列で

　　　　　　 ･

　 したがって，数列 の一般項は　　 ･

　 であるから，数列 の一般項は　　

･

･

　

ｱ のとき，第 群から第 群までにある奇数の

　 個数は　　　　　　 　　 点

　 よって，第 群の最初の数は，もとの数列の

　 番目の項であるから　　　 点

　　　　　　 　　 点

　 これは のときにも成り立つ。　　　ない場合は 点

　 よって，第 群の最初の数は　

ｲ　第 群にある奇数の列は，初項 ，公差 ，項数

　 の等差数列である。よって，求める和は

　　　　　　 ･ ･ ･ ･


